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総
会
は
、
「
九
州
地
震
」
の
犠
牲
者
に
黙

祷
を
捧
げ
て
か
ら
始
ま
り
、
議
長
に
渡
部
委

員
（
新
潟
）
を
選
出
し
ま
し
た
。 

古
川
会
長
と
奥
山
副
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
国
会
の
委
員
会
開
催
で
出
席
が
間

に
合
わ
な
い
田
城
参
議
院
議
員
に
代
わ
っ

て
、
真
由
美
夫
人
が
初
め
て
Ｏ
Ｂ
会
総
会
で

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
美
世
志

会
の
上
原
代
表
と
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会

の
川
端
副
会
長
か
ら
も
、
温
か
い
あ
い
さ
つ

を
受
け
ま
し
た
。 

続
い
て
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
経
過
と
方
針
、

会
計
と
監
査
報
告
等
を
受
け
、
会
則
の
一
部 

改
正
の
提
案
が
あ
っ
た
後
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。 

   

発
言
者
は
12
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
12
名
か

ら
あ
り
、
発
言
の
主
な
も
の
は 

① 

「
た
し
ろ
か
お
る
応
援
プ
ロ
ジ
ェ 

  
 

 

 
 

 
 

          

ク
ト
」
の
取
り
組
み
を
絶
対
に
成
功 

さ
せ
よ
う 

② 

年
金
問
題
解
決
の
た
め
に
、
退
職
者 

 
 

 

連
合
と
の
連
携
を
強
め
よ
う 

 

③ 

エ
ル
ダ
ー
の
対
策
を
急
ぐ
べ
き
だ 

 

④ 

今
年
も
「
組
合
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
配 

 
 

 

っ
て
ほ
し
い 

 

⑤ 

「
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」
に
一
人
暮
し
、 

 
 

 

病
気
、
介
護
等
の
中
で
頑
張
っ
て
い 

る
会
員
の
事
も
載
せ
て
欲
し
い 

 

等
で
し
た
。 

           

 
       

そ
の
他
、
健
康
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
等
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

総
会
は
そ
の
後
、
今
年
か
ら
初
め
て
行
っ

た
「
情
報
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
優
秀
作
品
を
表

彰
し
、
新
役
員
体
制
を
確
立
し
て
終
了
し
ま

し
た
。 

総
会
終
了
後
は
、
田
城
参
議
院
議
員
と
奥 

様
、
各
地
本
Ｏ
Ｂ
担
当
者
も
参
加
し
て
懇
親 

会
を
開
き
、
夏
の
闘
い
に
向
け
た
英
気
を
大

い
に
養
い
ま
し
た
。 

                                                

 

快
晴
に
恵
ま
れ
た
４
月
20
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
大
会
議
室
で
「
Ｊ
Ｒ
東

労
組
Ｏ
Ｂ
会
第
20
回
定
期
総
会
」
が
、
役
員
や
委
員
、
来
賓
な
ど
総
勢
１
０

０
名
を
超
え
る
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
正
念
場
を
迎
え
た
「
た
し
ろ
か
お
る
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
活
動
に
全
力
を
上
げ
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
結
成
20
周
年
に
向
け
て
支
部
Ｏ
Ｂ
会

の
組
織
強
化
等
を
中
心
と
す
る
一
年
間
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。 

        

 
 

  

顧 
 

 

問 
 

 

大
熊 

勝
明
（
東
京
） 

会 
 

 

長 
 

 

古
川 

建
三
（
仙
台
） 

副 

会 

長 
 

 

佐
々
木
源
幸
（
盛
岡
） 

 
 

〃 
 

 
 

 

廣
瀬 

隆
之
（
東
京
） 

 
 

〃 
 

 
 

 

戸
谷 

富
男
（
大
宮
） 

 
 

〃 
 

 
 

 

渡
部 

良
司
（
新
潟
） 

事
務 

局
長 

 
 

伊
藤 

義
男
（
東
京
） 

事
務
局
次
長 

 
 

本
田 

祥
章
（
八
王
子
） 

 
 

〃 
 

 
 

 

川
崎 

昭
雄
（
東
京
） 

 
 

〃 
 

 
 

 

植
松 

 

健
（
八
王
子
） 

 
 

〃 
 

 
 

 

森 
 

 

優
（
本
部
） 

会
計
監
査
員 

 
 

扇
谷 

健
七
（
千
葉
） 

 
 

〃 
 

 
 

 

森 
 

泰
克
（
大
宮
） 

書 
 

 

記 
 

 

鈴
木 

佳
織
（
本
部
） 

 

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

  

Ｊ Ｒ 東労組ＯＢ 会第 20回定期総会で 

“たしろと組織強化に全力”を確認 
熊本地震で九州の仲間にカンパ、たしろ夫人も参加 

挨拶する古川会長 

本部ＯＢ 会第 20回定期総会の全景 

右
は
、
総
会
で
挨
拶
す
る
奥
様 

真
由
美
夫
人
が
初
の
挨
拶 

発
言
は
全
地
本
か
ら 

２
０
１
６
年
度
新
役
員
体
制 



 
 

     
 
 
 
 

                  

 

                

  

                                     

                                        

                                         

                                 

盛
岡
か
ら
は
、 

諏
訪 

守
さ
ん
を 

紹
介
し
ま
す
。 

毎
日
晩
酌
を
グ 

イ
呑
み
で
楽
し
ん
で
い
る
諏
訪
さ
ん
は
、 

「
毎
日
が
忙
し
い
と
嫌
な
こ
と
も
忘
れ
る

し
、
楽
し
い
ヨ
」
と
明
る
く
充
実
し
た
第 

２
の
人
生
を
語
っ
て
、
周
り
の
人
達
を
羨 

ま
し
が
ら
せ
て
い
ま
す
。 

諏
訪
さ
ん
は
、
若
い
頃
青
森
機
関
区
か 

ら
東
京
に
行
っ
て
電
車
運
転
士
に
な
り
、 

暫
く
し
て
戻
っ
て
き
て
青
森
運
転
区
で
働 

き
、
そ
こ
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。 

       

諏
訪
さ
ん
が
、
故
郷
へ
戻
っ
て
き
た
頃
、
新

し
い
小
学
校
が
出
来
て
周
り
に
新
興
住
宅
街

が
出
現
し
た
時
、
子
供
達
の
野
球
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、「
目
標
を
決
め
た
ら
進
む

だ
け
、
う
ま
く
な
る
に
は
親
同
志
の
ノ

ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
」
と
云 

  

っ
て
父
兄
の
団
結
を
訴
え
、
そ
の
時
か 

ら
リ
ー
ダ
ー
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。 

現
在
は
、
青
森
運
転
区
分
会
の
Ｏ
Ｂ
会
長

を
務
め
、「
Ｏ
Ｂ
会
は
楽
し
く
な
く
ち
ゃ
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
山
の
幸
を
求
め
て
キ
ャ
ン
プ
や 
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日
帰
り
温
泉
ツ
ア
ー
等
を
企
画
し
て
、
役
員
の
役

割
分
担
も
し
っ
か
り
行
っ
て
指
導
性
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。 

「
気
長
に
肩
肘
張
ら
ず
、
流
れ
に
任

せ
る
の
も
大
事
」
と
語
る
諏 

訪
さ
ん
は
、
６
０
０
世 

帯
を
束
ね
る
三
和
町 

会
の
会
長
も
務
め
て
、 

町
民
か
ら
も
大
き
な

信
頼
を
得
て
い
ま
す
。 

俺
達
の
自
慢
の
Ｏ
Ｂ
会
長
は
、
町
内
会

の
顔
な
の
で
す
。 

 

（
青
森
市
在
住
・
諏
訪 

守
・
70
歳
） 

    

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

盛岡地本ＯＢ会 

 

 

４
月
に
入
り
一
気
に
桜
の
花
が
満
開
に
な

り
、
関
東
近
郊
の
各
地
本
Ｏ
Ｂ
会
が
一
斉
に

花
見
を
開
催
し
、
一
年
振
り
に
再
会
し
た

多
く
の
Ｏ
Ｂ
会
員
が
、
各
地
で
喜
び
を
爆

発
さ
せ
ま
し
た
。 

最
初
の
休
日
と
な
っ
た
２
日
の
日
、
横
浜

地
本
、
水
戸
地
本
、
大
宮
地
本
の
各
Ｏ
Ｂ
会

が
花
見
を
開
催
し
ま
し
た
。 

   

横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ 

会
は
エ
ル
ダ
ー
連 

絡
会
と
の
共
催
で
、 

横
浜
市
戸
塚
区
の
柏
尾
川 

の
河
原
に
総
勢
70
名
が
集 

い
、
大
賑
わ
い
で
盃
を
重
ね
ま
し
た
。 

こ
の
柏
尾
川
の
河
原
は
、
大
勢
の
市
民

が
訪
れ
る
場
所
な
の
で
、
朝
早
く
か
ら
薄

ら
寒
い
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
場
所
取
り

を
し
た
成
果
も
あ
っ
て
、
花
見
に
は
絶
好
の

場
所
と
な
り
ま
し
た
。
80
歳
を
超
え
た
会

員
も
参
加
し
、
元
気
な
会
話
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。 

                       

 

同
じ
日
に
水
戸
地
本
Ｏ
Ｂ
会

も
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
主
催
と
し
て
は
２

回
目
と
な
る
花
見
を
開
催
し
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
丌
通
で
参
加
で
き
な
か
っ

た
原
ノ
町
支
部
Ｏ
Ｂ
会
を
除
い
て
、
水
戸
市

内
の
桜
川
河
畔
北
見
児
童
公
園
の
会
場
に

30
名
の
Ｏ
Ｂ
会
員
が
集
ま
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
み
な
が
ら
お
互
い
の
健
康
に
つ
い
て

語
り
合
い
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

来
年
は
も
っ
と
参
加
者
を
集
め
て
、
「
ま
た

楽
し
く
や
ろ
う
」と
確
認
し
ま
し
た
。 

   

 

 

ま
た
大
宮
地
本
Ｏ
Ｂ
会
も
、
こ
の

日
桜
の
名
所
で
有
名
な
大
宮
公
園 

で
花
見
を
行
い
、
90
名
の
多
く
の

Ｏ
Ｂ
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

こ
の
花
見
に
は
、
Ｏ
Ｂ
会
員
や
家
族
の
ほ
か

に
、
日
頃
か
ら
交
流
を
し
て
い
る
市
会
議
員

や
県
会
議
員
も
参
加
し
、
選
挙
や
“
た
し

ろ
”の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

   

 
 

 
 

 

高
崎
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
４
月
４
日
、
以

前
高
崎
競
馬
場
が
あ
っ
た
旧
地
本
事 

 

け
る
意
志
統
一
を
行
い
ま
し
た
。 

 

東
京
地
本
は､

エ
ル
ダ
ー
会
が
中
心
に
な

っ
て
開
い
た
花
見
に
約
30
名
の
Ｏ
Ｂ
会
員 

も
参
加
し
、
昔
は
遠
く
に
江
戸
場
も
見
え
た 

北
区
・
飛
鳥
山
公
園
は
、
総
勢
１
２
０
名
の 

大
所
帯
の
花
見
と
な
り
ま
し
た
。 

 

  
 
 
 

 
 

  

高
崎
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
４
月
４
日
、
以 

前
あ
っ
た
高
崎
競
馬
場
近
く
に
あ
る
旧 

 
 
 
 

地
本
事
務
所
前
で
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
役 

員
19
名
で
懇
親
を
深
め
る
た
め
に
花
見
を
行 

い
ま
し
た
。
懇
親
会
の
場
で
は
、
残
り
期
間
が 

少
な
く
な
っ
た
「
た
し
ろ
か
お
る
応
援
プ
ロ
ジ
ェク 

ト
」
の
取
り
組
み
に
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け 

る
意
志
統
一
を
行
い
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
地
本
Ｏ
Ｂ 

会
は
４
月
９
日
、 

 

エ
ル
ダ
ー
会
が
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心
に
な
っ
て
開
い
た
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

見
に
、
約
30
名
の
Ｏ
Ｂ
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

昔
は
遠
く
に
江
戸
城
も
見
え
た 

北
区
・
飛 

鳥
山
公
園
は
、
都
内
で
も
有
名
な
花
見
の
場
所

で
、
総
勢
１
２
０
名
の
大
所
帯
の
花
見
に
は
格

好
の
場
所
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
花
見
に
は
、
遠
く
静 

岡
県
か
ら
参
加
し
た
Ｏ
Ｂ 

会
員
も
い
ま
し
た
。 

                                         

俺

達

の

会

長

は

町

の

顔 

    

     

桜
満
開
の
４
月
３
日
、
東
京
都
内
の
大
井

町
き
ゅ
う
り
あ
ん
・
大
ホ
ー
ル
で
、
Ｊ
Ｒ
総
連

主
催
の
「
職
場
か
ら
未
来
を
切
り
拓
く
４
・
３

大
集
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

                         

     

こ
の
集
会
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
始
め
Ｊ
Ｒ

総
連
加
盟
単
組
の
組
合
員
や
Ｏ
Ｂ
会
員
と
、

新
し
く
誕
生
し
た
民
進
党
、
連
合
、
交
運
労

協
、
全
自
交
労
連
の
来
賓
が
参
加
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
た
し
ろ
か
お
る
参
議
院
議
員
も

奥
さ
ん
を
連
れ
て
参
加
し
、
会
場
は
１
０
０

０
名
を
超
え
る
参
加
者
の
熱
気
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
が
第
24
回
参
議
院

議
員
選
挙
で
推
薦
す
る
予
定
候
補
者
か
ら
の

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
た
し
ろ
か

お
る
参
議
院
議
員
か
ら
も
決
意
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

職
場
の
代
表
か
ら
は
、
春
闘
を
精
一
杯
闘

っ
た
報
告
や
た
し
ろ
か
お
る
応
援
プ
ロ
ジ
ェク

ト
の
取
り
組
み
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

集
会
の
最
後
に
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
傘
下
の
９

単
組
の
仲
間
達
が
一
丸
と
な
っ
て
「た
し
ろ
か 

お
る
」
を
忚
援
す
る
事
を
確
認
し
、
団
結 

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

                       

春
爛
漫
、
各
地
で
お
花
見 

 
 
 
 仙台地本ＯＢ会 

＊ 5月 24日 13時   地本会議室 

 東京地本ＯＢ会 

＊ 5月 25日 13時   北とぴあ 13Ｆ 

 盛岡地本ＯＢ会 

＊ 5月 27日 13時    こぶし会館 

 秋田地本ＯＢ会 
＊ ５月 28日 13時   フォーラムアキタ 

 水戸地本ＯＢ会 

＊ 5月 29日 13時半  ミマツホテル 

 長野地本ＯＢ会 

＊ 5月 29日 １３時   北中公民館 

 八王子地本ＯＢ会 

＊ 6月 4日 12時半  八王子労政会館 

 大宮地本ＯＢ会 

＊ 6月 4日 13時   大宮総合車両Ｃ 

 横浜地本ＯＢ会 

＊ 6月 ５日 13時半 ＪＡさがみ茅ヶ崎ビル 

 新潟地本ＯＢ会 

＊ 6月 19日 12時   支社会議室 

 高崎地本ＯＢ会 

＊ 6月 25日 14時   地本会議室 

 千葉地本ＯＢ会 

＊ 7月 23日 13時   バーデーホテル 

各地本ＯＢ会の定期総会日程  

Ｊ
Ｒ
総
連
の
４
・
３
大
集
会
に 

千
名
が
大
集
合 
 

熱く決意を語る「たしろかおる」議員と奥様 

横 浜 

水 戸 大宮 
大 宮 

高
崎
と
東
京
で
も
花
見 

高 崎 

東 京 

満
開
の
桜
の
下
で 


